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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、ご使用のシステムを Oracle Application Server から Oracle 
Application Server 10g へ移行するプロセスについて説明します。

「はじめに」の項目は次のとおりです。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連ドキュメント

� 表記規則
v



対象読者対象読者対象読者対象読者
『Oracle Application Server 10g Oracle Application Server からの移行』は、システムを

Oracle Application Server から Oracle Application Server 10g に移行するシステム管理者お
よびアプリケーション開発者を対象としています。

このマニュアルの読者は、Oracle Application Server の設定、操作と開発、およびその他の
システム管理タスクに習熟していることを前提としています。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章から構成されています。

第第第第 1 章「章「章「章「Oracle Application Server 10g の概要の概要の概要の概要」」」」

この章では、Oracle Application Server 10g の概要について説明し、Oracle Application 
Server ユーザーの移行オプションを示します。

第第第第 2 章「章「章「章「JWeb アプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの OC4J への移行」への移行」への移行」への移行」

この章では、Oracle Application Server の JWeb アプリケーションを、Oracle Application 
Server 10g の OC4J に移行する方法について説明します。 

第第第第 3 章「章「章「章「Oracle Application Server カートリッジのカートリッジのカートリッジのカートリッジの 移行移行移行移行」」」」

この章では、Oracle Application Server カートリッジの機能と、Oracle Application Server 
10g での対応する機能とを比較し、カートリッジを Oracle Application Server 10g 
Infrastructure に移行する際の考慮点について説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「EJB、、、、ECO/Java およびおよびおよびおよび JCORBA アプリケーションの移行」アプリケーションの移行」アプリケーションの移行」アプリケーションの移行」

この章では、Oracle Application Server の EJB、ECO for Java および JCO のアプリケーショ
ンを Oracle Application Server 10g OC4J に移行する方法について説明します。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
リリース・ノート、インストール関連ドキュメント、ホワイト・ペーパーまたはその他の関
連ドキュメントは、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）から、無償でダウンロード
できます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。登録は、次の Web サ
イトから無償で行えます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

すでに OTN-J のユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次の URL で OTN-J 
Web サイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/
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表記規則表記規則表記規則表記規則
この項では、このマニュアルの本文およびコード例で使用される表記規則について説明しま
す。この項の内容は次のとおりです。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則

� Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則

本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文では、特定の項目が一目でわかるように、次の表記規則を使用します。次の表に、その
規則と使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中で定義されている用語およ
び用語集に記載されている用語を示します。

この句を指定すると、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表が作成されます。 

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システム指定
の要素を示します。このような要素には、
パラメータ、権限、データ型、Recovery 
Manager キーワード、SQL キーワード、

SQL*Plus またはユーティリティ・コマン

ド、パッケージおよびメソッドがあります。
また、システム指定の列名、データベース・
オブジェクト、データベース構造、ユー
ザー名およびロールも含まれます。

NUMBER列に対してのみ、この句を指定できます。

BACKUPコマンドを使用して、データベースの

バックアップを作成できます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

内の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファ
イル、ファイル名、ディレクトリ名および
ユーザーが指定する要素のサンプルを示し
ます。このような要素には、コンピュータ
名およびデータベース名、ネット・サービ
ス名および接続識別子があります。また、
ユーザーが指定するデータベース・オブ
ジェクトとデータベース構造、列名、パッ
ケージとクラス、ユーザー名とロール、プ
ログラム・ユニットおよびパラメータ値も
含まれます。

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文

字を組み合わせて使用するものもあります。
これらの要素は、記載されているとおりに
入力してください。

sqlplusと入力して、SQL*Plus をオープンしま

す。

パスワードは、orapwdファイルで指定します。

/disk1/oracle/dbsディレクトリ内のデータ・

ファイルおよび制御ファイルのバックアップを作
成します。

hr.departments表には、department_id、
department_nameおよび location_id列があ

ります。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータを

trueに設定します。

oeユーザーとして接続します。

JRepUtilクラスが次のメソッドを実装します。
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus または他のコマンドライン文の例です。次のように
固定幅フォントで表示され、通常のテキストと区別されます。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表に、コード例で使用される表記規則とその使用例を示します。

固定幅フォントの
小文字の
イタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、
プレースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。old_
releaseとはアップグレード前にインストールし

たリリースを示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコは、カッコ内の項目を任意に選択
することを表します。大カッコは、入力し
ないでください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコは、カッコ内の項目のうち、1 つが

必須であることを表します。中カッコは、
入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数
の選択項目の区切りに使用します。項目の
うちの 1 つを入力します。縦線は、入力し

ないでください。

{ENABLE | DISABLE}

[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関連しないコードの一部が省
略されている。

� コードの一部を繰り返すことができる。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .

 .

 .

垂直の省略記号は、例に直接関連しない複
数の行が省略されていることを示します。

その他の記号 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の記号は、記載されているとおりに入
力する必要があります。

   acctbal NUMBER(11,2);

   acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要
があるプレースホルダや変数を示します。

CONNECT SYSTEM/system_password

DB_NAME = database_name

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則オペレーティング・システム環境での表記規則
次の表に、Microsoft Windows オペレーティング・システム環境での表記規則とその使用例
を示します。

大文字 大文字は、システム指定の要素を示します。
これらの要素は、ユーザー定義の要素と区
別するために大文字で示されます。大カッ
コ内にないかぎり、表示されているとおり
の順序および綴りで入力します。ただし、
大 / 小文字が区別されないため、小文字で

も入力できます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;

SELECT * FROM USER_TABLES;

DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー指定のプログラム要素
を示します。たとえば、表名、列名または
ファイル名などです。

注意注意注意注意 : プログラム要素には、大文字と小文

字を組み合わせて使用するものもあります。
これらの要素は、記載されているとおりに
入力してください。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;

sqlplus hr/hr

CREATE USER mjones IDENTIFIED BY 
ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

ファイル名および
ディレクトリ名

ファイル名およびディレクトリ名は大 / 小

文字が区別されません。 特殊文字の左山カッ

コ（<）、右山カッコ（>）、コロン（:）、二

重引用符（"）、スラッシュ（/）、縦線（|）
およびハイフン（-）は使用できません。円

記号（¥）は、引用符で囲まれている場合で

も、要素のセパレータとして処理されます。
Windows では、ファイル名が ¥¥ で始まる場

合、汎用命名規則が使用されていると解釈
されます。

c:¥winnt"¥"system32は

C:¥WINNT¥SYSTEM32と同じです。

Windows
コマンド・
プロンプト

Windows コマンド・プロンプトには、カレ

ント・ディレクトリが表示されます。コマ
ンド・プロンプトのエスケープ文字はカ
レット（^）です。このマニュアルでは、コ

マンド・プロンプトと呼びます。

C:¥oracle¥oradata

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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特殊文字 Windows コマンド・プロンプトで二重引用

符（"）のエスケープ文字として円記号（¥）
が必要な場合があります。丸カッコおよび
一重引用符（'）にはエスケープ文字は必要

ありません。エスケープ文字および特殊文
字の詳細は、Windows オペレーティング・

システムのドキュメントを参照してくださ
い。

C:¥>exp scott/tiger TABLES=emp 
QUERY=¥"WHERE job='SALESMAN' and 
sal<1600¥"

C:¥>imp SYSTEM/password 
FROMUSER=scott TABLES=(emp, dept)

HOME_NAME Oracle ホームの名前を表します。ホーム名

には、英数字で 16 文字まで使用できます。

ホーム名に使用可能な特殊文字は、アン
ダースコアのみです。 

C:¥> net start OracleHOME_
NAMETNSListener

ORACLE_HOME
および
ORACLE_BASE

Oracle8i より前のリリースでは、Oracle コ

ンポーネントをインストールすると、すべ
てのサブディレクトリが最上位の ORACLE_
HOMEの直下に置かれました。ORACLE_
HOMEディレクトリの名前は、デフォルトで

は次のいずれかです。

� C:¥orant（Windows NT の場合）

� C:¥orawin98（Windows 98 の場合）

このリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠

しています。 ORACLE_HOMEディレクトリ下

に配置されないサブディレクトリもありま
す。 最上位のディレクトリは ORACLE_BASE
と呼ばれ、デフォルトでは C:¥oracleで

す。 他の Oracle ソフトウェアがインストー

ルされていないコンピュータに Oracle9i リ
リース 2（9.2）をインストールした場合、

Oracle ホーム・ディレクトリは、デフォル

トで C:¥oracle¥ora90に設定されます。 
Oracle ホーム・ディレクトリは、ORACLE_
BASEの直下に配置されます。

このマニュアルに示すディレクトリ・パス
の例は、すべて OFA の表記規則に準拠して

います。

ORACLE_BASE¥ORACLE_HOME¥rdbms¥admin
ディレクトリへ移動します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
x
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Oracle Application Server 10g の概要の概要の概要の概要

この章では、Oracle Application Server 10g の特長を、Oracle Application Server と比較して
説明します。 また、Oracle Application Server のコンポーネントと、Oracle Application 
Server 10g における同等の機能のマッピングも示します。 

項目は次のとおりです。

� Oracle Application Server 10g について

� Oracle Application Server のコンポーネントの移行オプション

� 企業サービスの移行
概要 1-1



Oracle Application Server 10g について
Oracle Application Server 10g についてについてについてについて
Oracle Application Server 10g は、Java 2 Platform Enterprise Edition（J2EE）、XML および
新興の Web サービス標準を完全にサポートします。 Oracle Application Server 10g を使用す
ると、ブラウザやワイヤレス・デバイスからのカスタマイズあるいはアクセスが可能な企業
ポータルを配信することにより、顧客および取引パートナへの情報アクセスを簡略化できま
す。ビジネス・プロセスを再定義したり、使用するアプリケーションおよびデータソースを
顧客またはパートナのものと統合できます。 リアルタイムのパーソナライズによって各顧客
に合せた体験を配信したり、Oracle Application Server 10g 統合ビジネス・インテリジェン
ス・サービスを使用して Web サイトの通信量パターンの評価や相関付けができます。 

また、ご使用の分散システムおよび多様なユーザー・コミュニティのすべてを管理および監
視するために、集中管理、セキュリティおよびディレクトリ・フレームワークを実装できま
す。 Oracle Application Server 10g により、組込み Web キャッシュ、ロード・バランシング
およびクラスタリングを利用した高速でスケーラブルなインターネット・アプリケーション
の配置を、Web サイトのインフラストラクチャ上で効率的に行うことができます。

Oracle Application Server のコンポーネントの移行オプションのコンポーネントの移行オプションのコンポーネントの移行オプションのコンポーネントの移行オプション
表 1-1 には、Oracle Application Server コンポーネントとそれらに対応する Oracle 
Application Server 10g の機能、および各コンポーネントについて詳細に説明しているこのマ
ニュアル内の章を示します。 移行プロセス中に、これらの Oracle Application Server コン
ポーネントを、Oracle Application Server 10g の最も対応するコンポーネントに移行する必
要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g 概要』を参照してください。

表表表表 1-1 Application Server のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較 

Oracle Application Server
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle Application Server 10g の最も対応するの最も対応するの最も対応するの最も対応する
等価コンポーネント等価コンポーネント等価コンポーネント等価コンポーネント 参照先参照先参照先参照先

JWeb アプリケーション Oracle Application Server Containers for J2EE
（OC4J）アプリケーション

第 2 章

JServlet アプリケーション OC4J アプリケーション 第 2 章

LiveHTML アプリケーション Apache SSI アプリケーションおよび JavaServer Page
（JSP）アプリケーション

第 3 章

Perl アプリケーション mod_perlアプリケーション 第 3 章

CWeb アプリケーション カスタム Apache モジュール、Common Gateway 
Interface（CGI）、FastCGI、Java ネイティブ・イン

タフェース（JNI）

第 3 章

PL/SQL アプリケーション mod_plsqlアプリケーション 第 3 章

ECO/Java アプリケーション OC4J アプリケーション 第 4 章
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企業サービスの移行
企業サービスの移行企業サービスの移行企業サービスの移行企業サービスの移行
この項では、企業サービスについて、管理者および開発者に関係する Web サイトの特長を
説明します。 項目は次のとおりです。

� 概要

� スケーラビリティ

� 可用性とフォルト・トレランス

� ロード・バランシング

� 管理

� セキュリティ

� サード・パーティの Web サーバーのサポート

またこの項では、ご使用の Web サイトを Oracle Application Server から Oracle Application 
Server 10g に移行することが、これらの特長にどのように影響を及ぼすかについても説明し
ます。

概要概要概要概要
Oracle Application Server は、HTTP リスナー層、サーバー層およびアプリケーション層と
いう 3 層で構成されます。 HTTP リスナー層は、リスナー、アダプタ・インタフェースおよ
びディスパッチャで構成されます。サーバー層は、これらのアプリケーションを管理するた
めの共通のコンポーネント・セットを提供します。 これらのコンポーネントには、ロード・
バランシング、ロギング、自動障害リカバリ、セキュリティ、ディレクトリおよびトランザ
クション管理コンポーネントが含まれます。アプリケーション層はアプリケーション、カー
トリッジおよびカートリッジ・サーバーで構成されています。 リクエストを受信すると、
ディスパッチャはそのリクエストをアプリケーション・サーバー層にルーティングします。
使用可能なカートリッジ・インスタンスが存在する場合は、そのインスタンスがリクエスト
を処理します。 存在しない場合は、新しいインスタンスが作成されます。

Oracle Application Server 10g では、Oracle HTTP Server によって、ロード・バランシング、
mod_oc4j によるサーブレット・リクエストの OC4J へのルーティング、mod_ossoおよび
SSL によるシングル・サインオン認証およびセキュリティ・コンテキストの伝播が処理され
ます。 OC4J は、JSP、サーブレットおよび EJB を実行する Pure J2EE コンテナで構成され、

EJB アプリケーション OC4J アプリケーション 第 4 章

JCORBA アプリケーション OC4J アプリケーション 第 4 章

表表表表 1-1 Application Server のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較のコンポーネントの比較 （続き）（続き）（続き）（続き）

Oracle Application Server
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

Oracle Application Server 10g の最も対応するの最も対応するの最も対応するの最も対応する
等価コンポーネント等価コンポーネント等価コンポーネント等価コンポーネント 参照先参照先参照先参照先
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企業サービスの移行
J2EE コンテナ・サービスを提供します。 Oracle HTTP Server および OC4J は、どちらも
Oracle Application Server での 3 層と同じ働きをします。

スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ
Oracle Application Server は、シングル・ホストの環境やマルチ・ホストの環境にも配置で
きます。 Oracle HTTP Server および OC4J は、シングル・ホスト環境またはクラスタリング
されたホスト環境に合せて設定できます。

Oracle HTTP Server
Oracle Application Server では、各リスナーは、同時接続の最大値まで処理できます。この
数値は、オペレーティング・システムの制限によって異なります。1 つのサイト上でリクエ
スト・ロードを分散するには、複数の Web リスナーを作成して、それぞれが別の TCP ポー
トをリスニングするようにします。

UNIX 上の Oracle Application Server 10g の場合、Oracle HTTP Server は起動中にあらかじ
め子プロセスのプールを作成し、受信クライアント・リクエストの処理に対応します。リク
エスト・ロードが増加するに従って、後続のリクエストのためにサーバーが新しいプロセス
を起動します。 プールの初期サイズと最大サイズ、および予備のサーバー・プロセスの最小
数と最大数は、それぞれ StartServers、MaxClients、MinSpareServersおよび
MaxSpareServersディレクティブで設定されます。

Windows 上の Oracle Application Server 10g の場合、Oracle HTTP Server はマルチスレッ
ド・プロセスとして稼働します。 同時接続数は、ThreadsPerChildディレクティブで設定
されます。これは、UNIX の StartServersおよび MaxClientsディレクティブに対応す
るものです。

Oracle Application Server は、Node Manager を使用して設定できます。 Oracle Application 
Server 10g の場合は、Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control を使用する
か、手動で httpd.confファイルを編集して、Oracle HTTP Server を設定できます。この
ファイルは、次の場所にあります。

� UNIX: ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/httpd.conf

� Windows: ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥conf¥httpd.conf

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

� 『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。
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企業サービスの移行
OC4J
Oracle Application Server では、リクエスト数が増加すると、システム内に新しいカート
リッジ・サーバーとインスタンスが作成されます。

Oracle Application Server 10g では、Oracle HTTP Server の mod_oc4jがサーバーからのリ
クエストを受信して、OC4J サーブレット・コンテナにルーティングします。 

可用性とフォルト・トレランス可用性とフォルト・トレランス可用性とフォルト・トレランス可用性とフォルト・トレランス
リスナーまたはカートリッジ・サーバーなどのコンポーネントで障害が発生した場合、
Oracle Application Server は障害を検出してそのコンポーネントを再起動します。 可能であ
れば保存されていた状態情報すべてをリストアします。

Oracle HTTP Server では、HTTP サーバー・ホストまたは OC4J ホストが複数ある場合、1
台のホストが停止しても、1 台の HTTP サーバーおよび 1 台の OC4J が稼働している限りシ
ステムは機能します。ただし、J2EE コンポーネントが OC4J インスタンスのクラスタに配置
されている場合に限ります。すべての Oracle HTTP Server インスタンスは、任意の OC4J イ
ンスタンスにリクエストをルーティングできます。 ルーティング情報を Cookie で保持して
おくと、単一の障害箇所が全体に影響を及ぼすことを排除できます。

ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング
Oracle Application Server では、優先順位ベースおよび最小 / 最大ベースの 2 種類のロー
ド・バランシング方式に基づいて、システム・リソースの割当て、およびリクエストの優先
順位決定が行われます。

優先順位モードでは、アプリケーションおよびカートリッジに設定した優先順位レベルに基
づいて、システムによってリソースが自動的に割り当てられます。 プロセス数、スレッド数
およびインスタンス数は、そのアプリケーションおよびコンポーネントのリクエスト・ロー
ドと優先順位レベルに基づいて自動的に決定されます。

最小 / 最大モードでは、それぞれのカートリッジのインスタンス数、スレッド数およびクラ
イアントのパラメータ数をカートリッジ・レベルで設定します。

Oracle HTTP Server では、ホストの数およびホストの論理セットを設定ファイルで定義しま
す。システムは、受信リクエストを OC4J インスタンスに割り当てます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� OC4J の詳細は、『Oracle Application Server Containers for J2EE ユー
ザーズ・ガイド』を参照してください。

� 第 2 章「JWeb アプリケーションの OC4J への移行」 

� 第 4 章「EJB、ECO/Java および JCORBA アプリケーションの移行」
Oracle Application Server 10g の概要 1-5
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管理管理管理管理
Oracle Application Server では、サイト、リスナーおよびアプリケーションの管理と監視用
に、GUI ツールや組込みサポートが用意されています。 Oracle Application Server Manager
ツールの設定データは、様々な設定ファイルに格納されています。

Oracle HTTP Server では、Oracle Enterprise Manager を使用することによって、あるいは設
定ファイルを介してサイトの管理およびメンテナンスを実行できます。 表 1-2 に、Oracle 
Application Server HTTP リスナーおよび Oracle HTTP Server の設定ファイルを示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

� 『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。 

表表表表 1-2 設定ファイルの比較設定ファイルの比較設定ファイルの比較設定ファイルの比較 

Oracle Application Server HTTP
リスナーリスナーリスナーリスナー

Oracle Application Server 10g Oracle HTTP 
Server

owl.cfg: 登録済のリスナーとそれぞれの

設定のリスト

httpd.conf: 主要な（または唯一の）サーバー全

体の設定ファイル

（ファイルの場所と変換情報を srm.conf、セキュ

リティ情報を access.confでそれぞれ管理する

か、またはすべてのディレクティブを 1 つのファイ

ルで管理するかを選択可能）

site.app: サイトの設定ファイル （対応する設定ファイルなし）

svlistenerName.cfg: リスナーの設定

ファイル

（対応する設定ファイルなし）

wrb.app: プロセスおよびカートリッジの

設定ファイル 
（対応する設定ファイルなし）

resources.ora: ORB の設定ファイル （対応する設定ファイルなし）
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セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
証明書を Oracle Application Server から Oracle Application Server 10g に移行する必要があ
ります。 この項では、必要な手順について説明します。

証明書の移行証明書の移行証明書の移行証明書の移行
セキュリティ対策の 1 つに、SSL によるサイトの保護があります。 SSL によってサイトを保
護しており、SSL 証明書を Oracle Application Server 10g に移行する場合、その証明書を移
行する必要があります。

Oracle Application Server 10g には、pconvertと、ssl2ossl（Unix の場合）または
osslconvert（Windows の場合）という 2 つの移行ツールが含まれています。 Oracle 
Application Server 証明書から Oracle Application Server 10g 証明書または Wallet に移行す
るには、次の手順を実行します。

1. 移行ツール pconvertを使用して、Oracle Application Server の秘密鍵を Oracle 
Application Server 10g の秘密鍵に移行します。この移行ツールは、次の場所にありま
す。

� UNIX: ORACLE_HOME/Apache/Apache/bin/pconvert

� Windows: ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥bin¥pconvert.exe

pconvertを実行する構文は次のとおりです。

pconvert -s oas_private_key_file -d ias_private_key_file

たとえば、次のようになります。

prompt> pconvert -s privkey.der -d iaskey.pem

2. Oracle Application Server の証明書ファイルおよび手順 1 で取得した ias_private_
key_fileを使用して、移行ツール ssl2osslまたは osslconvertで Oracle 
Application Server 10g Wallet ファイルを生成します。ツールへのフルパスは次のとお
りです。

� UNIX: ORACLE_HOME/Apache/Apache/bin/ssl2ossl

� Windows: ORACLE_HOME¥Apache¥Apache¥bin¥osslconvert.exe 

Unix で ssl2osslを実行する構文は次のとおりです。
     ssl2ossl -cert oas_certificate_file
     -key ias_private_key_file
     -wltpass password_for_wallet
     -certpass password_for_oas_certificate_file
     -chain oas_certificate_chain_file
     -capath oas_certificate_authority_path
     -cafile oas_certificate_authority_file
     -wallet wallet_full_path
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企業サービスの移行
     -ssowallet yes/no
     -validate yes/no

Windows で osslconvertを実行する構文は次のとおりです。
     osslconvert.exe -cert oas_certificate_file
     -key ias_private_key_file
     -wltpass password_for_wallet
     -certpass password_for_oas_certificate_file
     -chain oas_certificate_chain_file
     -capath oas_certificate_authority_path
     -cafile oas_certificate_authority_file
     -wallet wallet_full_path
     -ssowallet yes/no
     -validate yes/no

表 1-3 は、移行ツール ssl2osslまたは osslconvertのパラメータと、それぞれに関連付
けられた要件をまとめたものです。

表表表表 1-3 ssl2ossl またはまたはまたはまたは osslconvert ツールのパラメータのサマリーツールのパラメータのサマリーツールのパラメータのサマリーツールのパラメータのサマリー 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 要件要件要件要件

cert Oracle Application Server 証明

書ファイル

必須。

key 手順 1 で取得した ias_
private_key_file

必須。

certpass 証明書のパスワード オプション。

wltpass Wallet のパスワード オプション。

chain Oracle Application Server の
証明書チェーン・ファイル

オプションだが、chain、capath または cafile
のうち少なくとも 1 つのパラメータが必要。

capath Oracle Application Server の
認証局のパス

オプションだが、chain、capath または cafile
のうち少なくとも 1 つのパラメータが必要。

cafile Oracle Application Server の
認証局ファイル。

オプションだが、chain、capath または cafile
のうち少なくとも 1 つのパラメータが必要。

wallet Wallet ファイルのフルパス オプションだが、デフォルトのパスは
ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/
ssl.wlt/0。

ssowallet yesまたは no オプションだが、デフォルト値は no。

validate yesまたは no。yesの場合、

ツールは Wallet を生成しない。 
noの場合、ツールは Wallet を
生成する。

オプションだが、デフォルト値は no。
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サード・パーティのサード・パーティのサード・パーティのサード・パーティの Web サーバーのサポートサーバーのサポートサーバーのサポートサーバーのサポート
Oracle Application Server 10g は Oracle HTTP Server を、Oracle Application Server は
HTTP Server をそれぞれの Web リスナーとして使用します。 しかし、多くの企業では会社の
標準 Web サーバーとして、Microsoft Internet Information Services（IIS）または Sun ONE
のみが使用されています。

Oracle Application Server および Oracle Application Server 10g は、どちらも IIS および Sun 
ONE のようなサード・パーティの Web サーバーをサポートします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ssowalletおよびその他のセキュリティ情報の詳細は、
『Oracle Application Server 10g セキュリティ・ガイド』を参照してくださ
い。
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JWeb アプリケーションの OC4J への
2

JWeb アプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの OC4J への移行への移行への移行への移行

この章では、Oracle Application Server の JWeb アプリケーションを、Oracle Application 
Server 10g の OC4J に移行する方法について説明します。

項目は次のとおりです。

� JWeb と OC4J との違い

� 移行方法

� JWeb アプリケーションのコードの変更
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JWeb と OC4J との違い
JWeb とととと OC4J との違いとの違いとの違いとの違い
この項では、JWeb および OC4J の背景について説明します。また、JWeb アプリケーション
と OC4J アプリケーションとの違いについても説明します。

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
JWeb アプリケーションは、Oracle Application Server のカートリッジ・インフラストラク
チャ内で実行されます。一方、OC4J は標準の仮想マシン上で稼働します。

JWeb のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Application Server では、JWeb カートリッジ宛てのリクエストは、HTTP リスナーが
受信します。リスナーはリクエストをディスパッチャに渡し、ディスパッチャは認証機能ま
たは Web Request Broker（WRB）と通信します。WRB は URL マッピングを使用して、リ
クエストの送信先カートリッジ・インスタンスを識別します。リクエストされたカートリッ
ジのカートリッジ・インスタンスが存在しない場合、カートリッジ・サーバー・ファクトリ
がカートリッジ・サーバー・プロセスを作成して、カートリッジのインスタンスを生成しま
す。 JWeb では、カートリッジ・サーバー・プロセスは JWeb アプリケーション（Oracle 
Application Server アプリケーションのパラダイム）を実行する JVM をロードします。図
2-1 に、このプロセスを示します。

図図図図 2-1 Oracle Application Server のカートリッジ・インフラストラクチャのカートリッジ・インフラストラクチャのカートリッジ・インフラストラクチャのカートリッジ・インフラストラクチャ
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JWeb と OC4J との違い
OC4J アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
OC4J は、サーブレットおよび JSP エンジン、EJB コンテナ、J2EE サービス API（JNDI、
JTA、JMS および JAAS）、企業情報システム API（JDBC、SQLJ、J2EE Connector 
Architecture）を含む Web コンテナで構成されます。 

mod_oc4jは、Oracle HTTP Server を通して OC4J プロセスにリクエストをルーティングす
る目的で、Oracle HTTP Server に動的にロードされるモジュールです。 mod_oc4jは、OC4J
のセッション情報を考慮して、元の OC4J プロセスにリクエストをルーティングして返しま
す。元の OC4J プロセスに到達できない場合は、同じ OC4J アイランドの別のメンバーに失
敗したセッション・リクエストをリルートします。

mod_oc4jは、Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）および OC4J の 2
つのコンポーネントと相互作用します。 mod_oc4jはリクエストをルーティングすることに
よって OC4J と相互作用します。 OPMN は、mod_oc4jを起動する Oracle HTTP Server お
よびすべての OC4J プロセスを起動します。OPMN は起動した各プロセスを監視し、各プロ
セスが到達可能であることを定期的に確認します。 プロセスが使用不可能あるいは到達不可
能になった場合、OPMN はそのプロセスを再起動します。さらに OPMN は OC4J のプロセ
ス・ステータスを mod_oc4jに伝達するので、mod_oc4jは OC4J プロセスがいつ起動さ
れ、いつ停止されたかを把握できます。mod_oc4jはこの情報を使用して、内部 OC4J プロ
セス表をメンテナンスし、リクエストのルーティングを迅速に行えるようにします。

図 2-2 に、1 対多の設定を示します。 

図図図図 2-2 OC4J のアーキテクチャ（のアーキテクチャ（のアーキテクチャ（のアーキテクチャ（1 対多の例）対多の例）対多の例）対多の例）

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Application Server Containers for J2EE ユーザーズ・ガイド』
を参照してください。

� 『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。
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JWeb と OC4J との違い
1 対多の構成は、1 つの Oracle HTTP Server リスナーと複数の OC4J インスタンスで成り立
ちます。 前の図では、1 つの Oracle HTTP Server インスタンスが 2 つの OC4J ホストと通信
しています。OC4J ホスト 1 は 2 つのサーブレット・コンテナを実行し、OC4J ホスト 2 は 1
つのサーブレット・コンテナを実行しています。各サーブレット・コンテナと OC4J インス
タンス内の 1 つの mod_oc4jとの間に、3 つの接続が開かれています。

サーブレット・コンテナは、Servlet 2.3 の Application Programming Interface（API）仕様
を実装するサーブレットを実行するためのランタイム環境を提供します。 サーブレット・コ
ンテナは、mod_oc4jと同じホストまたは異なるホストの JVM プロセスで実行されます。
各 JVM は 1 つずつサーブレット・コンテナを持っており、サーブレット・コンテナの数は
Web サーバー（mod_oc4jモジュール）の数に比例しません。1 つの mod_oc4jは複数の
サーブレット・コンテナを使用して動作することが可能で、その逆も可能です。また、複数
の mod_oc4jモジュールが複数のサーブレット・コンテナと動作することも可能です。 

シングル・ホスト構成シングル・ホスト構成シングル・ホスト構成シングル・ホスト構成
サーブレット・コンテナが Web サーバーと同じマシンに存在する場合、サーブレット・コ
ンテナと JVM を Web サーバーに合せて停止または起動するように mod_oc4jモジュールを
設定できます。JVM を正常終了するために必要なタスクは、モジュールがすべて実行しま
す。またこの場合、mod_oc4jが定期的に JVM のステータスをチェックし、1 つ目の JVM
が使用不可能になったときには別の JVM を起動することにより、フェイルオーバーを実行
することも可能です。

ライフ・サイクルライフ・サイクルライフ・サイクルライフ・サイクル
JWeb クラスと OC4J アプリケーションのライフ・サイクルは異なります。 

JWeb のライフ・サイクルのライフ・サイクルのライフ・サイクルのライフ・サイクル
JWeb クラスでは、標準の main()エントリ・ポイントを使用して実行ロジックを開始しま
す。JWeb クラスのライフ・サイクルは、標準の Java クラスにおける main()のロード、リ
ンク、初期化および実行と似ています。 

OC4J のライフ・サイクルのライフ・サイクルのライフ・サイクルのライフ・サイクル
OC4J では、サーブレットのライフ・サイクルは Servlet 2.3 の仕様に準拠しています。ライ
フ・サイクルは、すべてのサーブレットによって直接または間接的に実装される
javax.servlet.servletインタフェースによって定義されます。このインタフェースに
は、サーブレットのライフ・サイクル中に、サーブレット・エンジンにより特定の順序で特
定のタイミングにコールされるメソッドがあります。 init()および destroy()メソッド
はサーブレットの存続期間中に 1 回だけ実行されますが、service()メソッドはサーブ
レットのロジックを実行するために複数回コールされます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Java Virtual Machine（JVM）の詳細は、
http://java.sun.com/docsを参照してください。
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図 2-3 に、サーブレットのライフ・サイクルを示します。

図図図図 2-3 サーブレットのライフ・サイクルサーブレットのライフ・サイクルサーブレットのライフ・サイクルサーブレットのライフ・サイクル

スレッドスレッドスレッドスレッド
JWeb カートリッジと OC4J サーブレット・コンテナでは、シングル・スレッドまたはマル
チスレッドの実行をサポートしていますが、スレッドの実装は異なります。 

JWeb のスレッドのスレッドのスレッドのスレッド
JWeb カートリッジのスレッドは、Oracle Application Server のカートリッジ設定で
Statelessパラメータを切り替えることにより定義されます。Stateless パラメータが true
の場合、カートリッジ・インスタンスは複数のクライアントで共有されます。falseの場合
は共有されず、一度に 1 つのクライアントのみアクセスできます。また、Oracle 
Application Server が最小 / 最大モードの場合、最小 / 最大カートリッジ・サーバーと最小
/ 最大スレッド値を変更して、そのカートリッジのマルチスレッドの実装方法を変更できま
す。

OC4J スレッドスレッドスレッドスレッド
OC4J サーブレット・コンテナは、デフォルトではマルチスレッドに設定されています。
OC4J サーブレット・コンテナが、クライアントのリクエストを処理するスレッドを管理し
ます。サーブレット・クラスの各インスタンスに、複数のスレッドを実行させることが可能
です。この場合、サーブレット・インスタンスは複数のクライアントで共有されます。ある
いはまた、あるクラスで javax.servlet.SingleThreadインタフェースを実装すること
により、そのクラスが一度に 1 つのスレッドのみ実行するよう指定できます。 この場合、こ
のサーブレット・クラスのインスタンスのプールが維持され、各インスタンスは一度に 1 つ
のクライアントにのみ割り当てられます（インスタンスは共有されません）。 
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移行方法
セッションセッションセッションセッション
JWeb カートリッジでは、Oracle Application Server の Node Manager を使用してクライア
ント・セッションを使用可能にできます。 OC4J では、Servlet 2.3 の仕様に従い、プログラム
によるセッションのみ使用可能です。このため、コード以外の手段によってセッションが使
用可能になっている JWeb アプリケーションを移行する場合は、サーブレット・セッション
API を使用して、セッション・メカニズムをプログラムによって実装する必要があります。 

HTML ページの動的コンテンツ生成ページの動的コンテンツ生成ページの動的コンテンツ生成ページの動的コンテンツ生成
HTML ページの動的コンテンツを生成するために、JWeb Toolkit 機能を使用できます。
JWeb Toolkit は、HTML ページ内に特殊なプレースホルダを埋め込みます。ファイルが
oracle.html.HtmlFileオブジェクトとして JWeb クラスにインポートされると、
setItemAt()メソッドにより、プレースホルダの場所にコードから生成されたデータが挿
入されます。 

これは JWeb 固有の機能であるため、Oracle Application Server 10g では使用できません。 動
的情報を HTML ページに埋め込む（スクリプト）場合は、Oracle Application Server 10g で
JSP を使用することを検討してください。

移行方法移行方法移行方法移行方法
OC4J では、J2EE 1.2 完全サポートに加えて、Servlet 2.3 全体、EJB 2.0（Message-Driven 
Bean）の一部、JAAS および JCA サポート全体など J2EE 1.3 の大部分もサポートします。 
Oracle Application Server 4.x 上に配置された JWeb アプリケーションまたは JServlet アプリ
ケーションを Oracle Application Server 10g に移行するには、OC4J に適する仕様に準拠する
ように、移行する JWeb アプリケーションまたは JServlet アプリケーションを修正する必要
があります。

準拠標準の比較準拠標準の比較準拠標準の比較準拠標準の比較
表 2-1 に、Oracle Application Server の JWeb カートリッジおよび JServlet カートリッジと、
Oracle Application Server 10g の OC4J との間の準拠標準の比較を示します。 JWeb または
JServlet を Oracle Application Server から Oracle Application Server 10g 内の OC4J サーブ
レットに移行するときは、Servlet 2.3 の仕様に準拠するようにコードを変更する必要があり
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-8 ページの「セッション制御」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。
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移行方法
JWeb およびサーブレットの主要メソッドおよびサーブレットの主要メソッドおよびサーブレットの主要メソッドおよびサーブレットの主要メソッド
移行を実行するには、次の主要メソッドを理解して使用する必要があります。

JWeb: main()メソッドを持つ Java クラスが含まれます。JWeb カートリッジとも呼ばれま
す。JWeb のインフラストラクチャにより、URL がこのメソッドにマップされます。

サーブレットサーブレットサーブレットサーブレット : doGet()メソッドおよび doPut()メソッドをいくつか持つ Java クラスが含
まれます。これらのメソッドは Sun 社により指定されており、URL にマップされます。

移行のアプローチ移行のアプローチ移行のアプローチ移行のアプローチ
主要な移行のアプローチとして、JWeb カートリッジの main()メソッドを、対応するサー
ブレットの doGet()メソッドの中でコールできます。

特に次の点に注意する必要があります。

� ロギングロギングロギングロギング API: Oracle Application Server 10g では、Oracle Application Server のロギン
グ API はサポートされません。 かわりにサーブレット・ロギング API が使用されます。
そのため、ロギング API の変更を反映するように、JWeb カートリッジのコードを変更
する必要があります。

� ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティAPI: ユーティリティAPI を書き込むときは JSP を使用してください。 現
在、oracle.html.*.パッケージは使用できません。

� WRB コールコールコールコール : Oracle Application Server 10g ではほとんどの WRB API がサポートされな
いので、セキュリティ・コードを書き込むときは標準のサーブレット API を使用する必
要があります。 たとえば、getClientCertificate()および getLogin()などのメ
ソッドがあります。

� セッションセッションセッションセッション : 2-8 ページの「セッション制御」を参照してください。

表表表表 2-1 JWeb、、、、JServlet およびおよびおよびおよび OC4J の準拠標準の比較の準拠標準の比較の準拠標準の比較の準拠標準の比較 

準拠標準準拠標準準拠標準準拠標準 JWeb JServlet OC4J

サーブレットの仕様 なし 2.3 2.3

JSP の仕様 なし なし 1.2

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サーブレットの仕様の詳細は、http://java.sun.com を
参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : html.*.パッケージの詳細は、
http://jakarta.apache.org/ecs/index.htmlを参照してくださ
い。
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JWeb アプリケーションのコードの変更
� アプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッド : 2-9 ページの「アプリケーション・スレッド」を参照して
ください。

� ロギングロギングロギングロギング : 2-9 ページの「ロギング」を参照してください。

JWeb アプリケーションのコードの変更アプリケーションのコードの変更アプリケーションのコードの変更アプリケーションのコードの変更
JWeb アプリケーションを OC4J に移行するには、次の分野のコードを変更する必要があり
ます。

� セッション制御

� アプリケーション・スレッド

� ロギング

セッション制御セッション制御セッション制御セッション制御
JWeb アプリケーションでセッションを使用可能にするには、Node Manager の「Web パラ
メータ」フォーム内のカートリッジの「クライアント・セッション」パラメータを使用しま
す。これにより、実行されたクラスの静的パラメータが、複数のコールにまたがってクライ
アント・データを保有することが可能になります。 OC4J では、Servlet 2.3 の API により、
セッションの状態はサーブレット・クラスの静的変数に格納されません。かわりにセッショ
ン・オブジェクトが明示的に取得され、名前付きの属性を使用してセッションの状態を格納
します。

OC4J では、セッションを使用可能にする設定をサポートしていません。そのため、次のよ
うに javax.servlet.http.HttpServletRequestの getSession()メソッドを使用
して、コード内でセッションを使用可能にする必要があります。

HttpSession session = request.getSession(true);

セッションの状態情報は、後で格納および取得できます。たとえば、
javax.servlet.http.HttpSessionの setAttribute(java.lang.String、
java.lang.Object)メソッドおよび getAttribute(java.lang.String)メソッドを
それぞれ使用します。

session.setAttribute("List", new Vector()); 
Vector list = (Vector) session.getAttribute("List");

注意注意注意注意 : OC4J では、セッションの状態の保持に静的データ・メンバーを使
用しないでください（ただし、これは JWeb では一般的な手法です）。 かわ
りにサーブレット・セッション API を使用します。 後者のほうが、サーブ
レット・コンテナはメモリーを効率的に使用します。
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JWeb アプリケーションのコードの変更
セッションのタイムアウトセッションのタイムアウトセッションのタイムアウトセッションのタイムアウト
OC4J コンテナに対するデフォルトのセッション・タイムアウトは、XML デプロイメント・
ディスクリプタの session.config要素内で指定できます。 HTTPSessionインタフェー
スで getMaxInactiveIntervalメソッドを使用できます。 コンテナのタイムアウト値を
設定するには、setMaxInactiveIntervalメソッドを使用してください。

JWeb のセッション・タイムアウト・コールバックは、OC4J では使用できません。

アプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッドアプリケーション・スレッド
JWeb では、アプリケーションは oracle.owas.wrb.WRBRunnableクラスを使用してス
レッドを管理できます。このクラスにより、アプリケーション・スレッドはリクエスト情報
およびレスポンス情報にアクセスできます。OC4J では、アプリケーション・スレッドの管
理には、標準の Java スレッド管理のみ必要です（java.lang.Runnableインタフェース
が使用されます）。JWeb でも OC4J でも、マルチスレッド・アプリケーションはロード・バ
ランシングの効果を制限するため、アプリケーション・スレッドの使用はお薦めしません。

ロギングロギングロギングロギング
Oracle Application Server では、JWeb アプリケーションは、WRB により提供される Logger
サービスを使用して、メッセージのログを出力します。このサービスにより、ファイル・シ
ステムまたはデータベースなどの中央リポジトリにメッセージを書き込むことができます。
oracle.owas.wrb.services.logger.OutputLogStreamクラスは、Logger サービス
との間のインタフェースとして機能します。

Oracle Application Server 10g では、OC4J によって、サーブレット・ロギング API に関連付
けられた診断メッセージが生成されます。 このロギング・ファイルは、ORACLE_
HOME/j2ee/home/log/digit digit_island-name/server.logにあります。

JWeb Toolkit パッケージ（パッケージ（パッケージ（パッケージ（JWeb API））））
Oracle Application Server には、独自の Java パッケージを有する JWeb Toolkit が含まれて
います。 Oracle Application Server に移行する JWeb アプリケーションの中でこれらのパッ
ケージを使用している場合は、コードを変更して、対応する Servlet 2.3 のクラスおよびメ
ソッドを使用する必要があります。対応する機能がない場合は、JWeb パッケージで提供さ
れていた機能を実装するためにコードを再作成する必要があります。

一部の JWeb Toolkit パッケージは、WRB などの Oracle Application Server コンポーネント
と対話するように特別に設計されているため、これらのパッケージの機能は標準のサーブ
レット API では再現できません。このため、移行プロセスには、一部のアプリケーションの
再設計も含まれます。

注意注意注意注意 : OC4J にログ・レベルはありません。
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JWeb アプリケーションのコードの変更
表 2-2 ～表 2-8 に、JWeb のメソッドと、それぞれの機能と同等のサーブレット API クラス
のメソッドを示します。

表 2-2 に、javax.servlet.http.HttpServletRequestクラスのメソッドと同等の
JWeb のメソッドを示します。

表 2-3 に、javax.servlet.ServletRequestクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッ
ドを示します。

表表表表 2-2 javax.servlet.http.HttpServletRequest クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getHeader(String) getHeader(string)

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("AUTH_TYPE") getAuthType()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getHeaders()1

1 ヘッダー名と値のハッシュテーブルが返されます。

getHeaderNames()2

2 ヘッダー名の列挙が返されます。

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("PATH_INFO") getPathInfo()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("PATH_TRANSLATED") getPathTranslated()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("QUERY_STRING") getQueryString()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("REQUEST_METHOD") getMethod()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("REMOTE_USER") getRemoteUser()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("SCRIPT_NAME") getServletPath()

表表表表 2-3 javax.servlet.ServletRequest クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("CONTENT_TYPE") getContentType()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("CONTENT_LENGTH") getContentLength()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("SERVER_PROTOCOL") getProtocol()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("REMOTE_ADDR") getRemoteAddr()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("REMOTE_HOST") getRemoteHost()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("SERVER_NAME") getServerName()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("SERVER_PORT") getServerPort()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getPreferredAcceptCharset() getCharacterEncoding()

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getURLParameter(name) getParameter(string)
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表 2-4 に、javax.servlet.ServletResponseクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッ
ドを示します。

表 2-5 に、javax.servlet.ServletContextクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッ
ドを示します。

表 2-6 に、javax.servlet.http.HttpUtilsクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッ
ドを示します。

表 2-7 に、Javax.servlet.ServletOutputStream クラスのメソッドと同等の JWeb の
メソッドを示します。

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getURLParameters(name) getParameterValues(string)

表表表表 2-4 javax.servlet.ServletResponse クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.WRBWriter getWriter()

表表表表 2-5 javax.servlet.ServletContext クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getCGIEnvironment("SERVER_SOFTWARE") getServerInfo()

oracle.OAS.Services.Logger package log(Exception, String)

log(String)

表表表表 2-6 javax.servlet.http.HttpUtils クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getURLParameters(Hashtable) parsePostData(int, ServletInputStream)

oracle.owas.wrb.services.http.HTTP.getURLParameters(Hashtable) parseQueryString(String)

表表表表 2-7 Javax.servlet.ServletOutputStream クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.html.HtmlStream.print() javax.servlet.ServletOutputStream.print()

oracle.html.HtmlStream.println() javax.servlet.ServletOutputStream.println()

表表表表 2-3 javax.servlet.ServletRequest クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド（続き）（続き）（続き）（続き）

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド
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表 2-8 に、 javax.servlet.ServletInputStream クラスのメソッドと同等の JWeb の
メソッドを示します。

表表表表 2-8 javax.servlet.ServletInputStream クラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等のクラスのメソッドと同等の JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド 

JWeb のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド サーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッドサーブレットのメソッド

oracle.owas.wrb.services.http.MultipartElement() javax.servlet.ServletInputStream.readLine()
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Oracle Application Server カートリッジの
3

Oracle Application Server カートリッジのカートリッジのカートリッジのカートリッジの

移行移行移行移行

この章では、Oracle Application Server カートリッジの機能と、Oracle Application Server 
10g での対応する機能とを比較し、カートリッジを Oracle Application Server 10g に移行す
る際の考慮点について説明します。

項目は次のとおりです。

� カートリッジ・タイプと対応する Oracle Application Server 10g モジュール

� PL/SQL の移行

� Perl の移行

� LiveHTML の移行

� CWeb の移行
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カートリッジ・タイプと対応する Oracle Application Server 10g モジュール
カートリッジ・タイプと対応するカートリッジ・タイプと対応するカートリッジ・タイプと対応するカートリッジ・タイプと対応する Oracle Application Server 10g
モジュールモジュールモジュールモジュール

表 3-1 に、対応する Oracle Application Server のカートリッジ・タイプと、それぞれの
Oracle Application Server 10g コンポーネントを示します。

各アプリケーション・カートリッジの移行方法について、次の各項で説明します。

PL/SQL の移行の移行の移行の移行
Oracle Application Server PL/SQL カートリッジ・アプリケーションを Oracle Application 
Server 10g mod_plsqlに移行できます。 mod_plsqlおよび PL/SQL カートリッジ・アプリ
ケーションのどちらも、Web 上で PL/SQL ベースのアプリケーションを構築および配置す
るための同様のサポートを提供します。

mod_plsqlは、Oracle HTTP Server モジュールとして実行されます。mod_plsql は、
Oracle データベース内で PL/SQL ロジックを実行する PL/SQL プログラムに、HTTP リク
エストの処理を委任します。

表表表表 3-1 カートリッジ・タイプカートリッジ・タイプカートリッジ・タイプカートリッジ・タイプ 

Oracle Application Server のカートリッジ・のカートリッジ・のカートリッジ・のカートリッジ・
タイプタイプタイプタイプ Oracle Application Server 10g で対応するもので対応するもので対応するもので対応するもの

PL/SQL mod_plsql

Perl mod_perl

LiveHTML Apache SSI および JSP

CWeb カスタム Apache モジュール、FastCGI、CGI、
Java JNI および PL/SQL コールアウト

注意注意注意注意 : Oracle Application Server では Perl バージョン 5.004_01 を使用し
ますが、Oracle Application Server 10g では Perl バージョン 5.6.1 を使用し
ます。 コードの変更が必要な場合は、Perl の適切なバージョンを使用して
ください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Application Server から Oracle Application Server 10g
に PL/SQL アプリケーションを移行する場合は、『Oracle Application 
Server 10g mod_plsql ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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PL/SQL の移行
Oracle Application Server のいくつかの PL/SQL カートリッジの機能に対するサポートは、
Oracle Application Server 10g の PL/SQL では変更されています。この項の続きの部分で、
これらの機能を使用する Oracle Application Server アプリケーションの移行方法について説
明します。

ファイルのアップロードおよびダウンロードファイルのアップロードおよびダウンロードファイルのアップロードおよびダウンロードファイルのアップロードおよびダウンロード
表 3-2 に、Oracle Application Server と Oracle Application Server 10g でサポートされている
ファイルのアップロードおよびダウンロード機能を示します。

表表表表 3-2 ファイルのアップロードおよびダウンロード機能の比較ファイルのアップロードおよびダウンロード機能の比較ファイルのアップロードおよびダウンロード機能の比較ファイルのアップロードおよびダウンロード機能の比較 

ファイルのアップロードおよびファイルのアップロードおよびファイルのアップロードおよびファイルのアップロードおよび
ダウンロード機能ダウンロード機能ダウンロード機能ダウンロード機能

Oracle Application 
Server でのサポートでのサポートでのサポートでのサポート

Oracle Application 
Server 10g でのサポートでのサポートでのサポートでのサポート

文字変換なしでロー・バイト・スト
リームとしてのファイルのアップロー
ド / ダウンロード

はい はい

LONG RAW列型へのファイルのアップ

ロード

はい はい

BLOB列型へのファイルのアップロード いいえ はい

CLOB列型、NCLOB列型へのファイル

のアップロード

いいえ はい

ファイルのアップロード時にデータ
ベース・アクセス記述子（DAD）ごと

に表を指定

いいえ - WEBSYSスキーマ

にのみアップロード

はい

アップロード / ダウンロード時の

ファイルの圧縮 / 解凍

はい いいえ

1 回のフォーム送信につき複数の

ファイルのアップロード

はい はい

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g mod_plsql ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。
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アップロード・ファイルのドキュメント形式アップロード・ファイルのドキュメント形式アップロード・ファイルのドキュメント形式アップロード・ファイルのドキュメント形式
Oracle Application Server の PL/SQL カートリッジと Oracle Application Server 10g の mod_
plsqlは、どちらもアップロード・ファイルをサポートしています。 ただし、それぞれ異な
るドキュメント表スキーマを使用します。 表 3-3 に、Oracle Application Server 10g のドキュ
メント表の列が Oracle Application Server から値を導出する方法を示します。

Oracle Application Server から取得した内容は、必ず Oracle Application Server 10g のド
キュメント表の BLOB_CONTENT列に格納されます。 またこのツールは、Oracle Application 
Server 10g の document表にロードされるデータが必ず非圧縮データであるようにします。 
つまり、データが圧縮されている場合は（OWS_ATTRIBUTES表のエントリのチェックに
よって検証）、zlibライブラリを使用してデータを解凍してから Oracle Application Server 
10g のドキュメント表にロードします。

カスタム認証カスタム認証カスタム認証カスタム認証
カスタム認証は、Oracle Application Server で、自ら（つまりアプリケーション内で）アク
セスを制御するアプリケーションで使用されます。アプリケーションは、データベース・レ
ベルではなく、アプリケーション・レベルでユーザーを認証します。

mod_plsqlではカスタム認証もサポートされます。

表表表表 3-3 導出された列値導出された列値導出された列値導出された列値 

Oracle Application Server 10g のドキュメントのドキュメントのドキュメントのドキュメント
表の列表の列表の列表の列

Oracle Application Server のののの table.column
の値の値の値の値

NAME ows_object.name

MIME_TYPE ows_fixed_attrib.content_type

DOC_SIZE ows_content.length

DAD_CHARSET ows_fixed_attrib.character_set

LAST_UPDATED ows_object.last_modified

CONTENT_TYPE "BLOB"

CONTENT NULL

BLOB_CONTENT OWS_CONTENT.content

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g mod_plsql ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。
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柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し柔軟なパラメータの受渡し
柔軟なパラメータの受渡し方式では、PL/SQL プロシージャのオーバーロードが可能です。
これにより、同じプロシージャ名を再利用して、フォームからプロシージャに渡すパラメー
タ数によってプロシージャの動作を変更することが可能です。

Oracle Application Server および Oracle Application Server 10g のいずれも柔軟なパラメー
タの受渡しをサポートしています。mod_plsqlで柔軟なパラメータの受渡しを使用するに
は、実行する URL 内でプロシージャ名の先頭に感嘆符（!）を付加します。

たとえば、次の URL により Oracle Application Server のプロシージャが実行されるとしま
す。

http://host/virtual_path/procedure?x=1&y=2

mod_plsqlのプロシージャを実行する URL は、次のようになります。

http://host/virtual_path/!procedure?x=1&y=2

位置パラメータの受渡し位置パラメータの受渡し位置パラメータの受渡し位置パラメータの受渡し
Oracle Application Server の PL/SQL カートリッジでは、位置パラメータの受渡し方式をサ
ポートしています。 この機能は Oracle Application Server 10g ではサポートされていないた
め、使用できません。

SQL ファイルの実行ファイルの実行ファイルの実行ファイルの実行
データベースに格納されている PL/SQL プロシージャの実行に加え、Oracle Application 
Server の PL/SQL カートリッジでは、ファイル・システムの PL/SQL ソース・ファイルも
実行できます。ソース・ファイルには、ファンクションまたはプロシージャを定義しない無
名 PL/SQL ブロックが含まれています。この機能により、ユーザーは PL/SQL 文をデータ
ベースに格納しなくても実行できます。この機能は、編集するたびにプロシージャをデータ
ベースにリロードする必要がないため、PL/SQL コードのプロトタイプの作成時に役立ちま
す。

Oracle Application Server 10g ではこの機能をサポートしません。ユーザーは、無名ブロッ
クに名前を割り当て、データベースでストアド・プロシージャとしてコンパイルする必要が
あります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g mod_plsql ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server 10g mod_plsql ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。
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Perl の移行の移行の移行の移行
この項では、Oracle Application Server における Perl カートリッジ・アプリケーションの実
装方法と、Oracle Application Server 10g への移行方法について説明します。項目は次のと
おりです。

� Oracle Application Server の Perl アプリケーション

� Perl カートリッジ・スクリプトの移行

� Oracle Application Server の Perl カートリッジのバリエーション

Oracle Application Server のののの Perl アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
Oracle Application Server で実行可能な Perl アプリケーションには 2 種類あります。

� CGI スクリプトとして実行される Perl スクリプト

� Perl カートリッジを使用して実行される Perl スクリプト

CGI スクリプトとして Oracle Application Server で実行される Perl スクリプトは、標準の
Perl インタプリタを使用します。これは、Oracle Application Server のインストールとは別
に、Perl の実行モジュールとしてシステムにインストールする必要があります。 

Perl カートリッジを使用して Oracle Application Server で実行される Perl スクリプトは、
カートリッジ内に含まれている、Perl バージョン 5.004_01 に基づいた Perl インタプリタを
使用します。   このインタプリタは、次のように構築されています。

� UNIX: libperlctx.so: 共有オブジェクト

� Windows: perlnt40.dll: 共有ライブラリ

Perl カートリッジは、実行時に共有オブジェクトまたはライブラリとリンクします。

カートリッジ・スクリプトとカートリッジ・スクリプトとカートリッジ・スクリプトとカートリッジ・スクリプトと CGI スクリプトの違いスクリプトの違いスクリプトの違いスクリプトの違い
カートリッジによるインタプリタの実行方法が違うため、Perl カートリッジ用に作成された
スクリプトと CGI 環境用のスクリプトは異なります。Perl カートリッジは、次のことを行い
ます。

� 永続的なインタプリタを維持し、Perl スクリプトをプリコンパイルし、キャッシュしま
す（これによりパフォーマンスが向上します）。 

� stdinおよび stdoutを WRB クライアントの入出力（ブラウザなど）にリダイレクト
します。

� stderrを WRB Logger にリダイレクトします。

� Perl インタプリタがシステム環境変数をコールすると、追加の CGI 環境変数を Perl イン
タプリタに返します。
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� fork コールのかわりにシステム・コールをサポートします。システム・コールは、Perl
インタプリタの実装を変更し、子プロセスの出力を WRB クライアントの入出力にリダ
イレクトします。

� エラーのロギングをサポートします。

� パフォーマンスの計測をサポートします。

Oracle Application Server 10g CGI 環境の CGI 環境下にある Oracle Application Server 向け
に開発された Perl スクリプトを、Perl スクリプトのインタプリタ行を変更後も実行できま
す。 Oracle Application Server の Perl カートリッジ向けの Perl スクリプトを変更して、
Oracle Application Server 10g で実行することもできます。

Perl カートリッジ・スクリプトの移行カートリッジ・スクリプトの移行カートリッジ・スクリプトの移行カートリッジ・スクリプトの移行
この項では、Oracle Application Server と Oracle Application Server 10g の Perl 実装、およ
び Perl スクリプトを Oracle Application Server 10g に移行するためのコードの変更について
説明します。 

Oracle Application Server 10g のののの Perl 環境環境環境環境
Oracle Application Server 10g の Perl 環境は、mod_perlに基づいています。 Oracle 
Application Server の実装のように、mod_perlは、サーバーに埋め込まれた永続的な Perl
インタプリタと、モジュールおよびスクリプトを 1 回だけロードおよびコンパイルして
キャッシュから処理するコード・キャッシング機能を備えています。Oracle Application 
Server の Perl カートリッジのように、mod_perlは stdoutをリスナーにリダイレクトし
ます。

Perl モジュールモジュールモジュールモジュール
表 3-4 に、Oracle Application Server および Oracle Application Server 10g の両方に関連付け
られたサード・パーティの Perl モジュールの比較を示します。 そのため、これらのモジュー
ルを使用するアプリケーションを Oracle Application Server から Oracle Application Server 
10g に移行するには、これらのモジュールを入手し、インストールする必要があります。
ファイルは、次の URL から入手可能です。

http://www.cpan.org

表表表表 3-4 サード・パーティのサード・パーティのサード・パーティのサード・パーティの Perl モジュールの比較モジュールの比較モジュールの比較モジュールの比較 

Perl モジュールモジュールモジュールモジュール
Oracle Application Server でのでのでのでの
バージョンバージョンバージョンバージョン

Oracle Application Server 10g でのでのでのでの
バージョンバージョンバージョンバージョン

DBI 0.79 1.20

DBD::Oracle 0.44 1.12

LWPまたは
libwww-perl

5.08 5.53_94
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Perl の移行
Oracle Application Server のののの Perl カートリッジのバリエーションカートリッジのバリエーションカートリッジのバリエーションカートリッジのバリエーション
Oracle Application Server の Perl カートリッジと、Oracle Application Server 10g の mod_
perlとでは、次の点に注意する必要があります。

名前空間の競合名前空間の競合名前空間の競合名前空間の競合
Oracle Application Server および Oracle Application Server 10g の両方で、コンパイル済の
Perl スクリプトはキャッシュされます。複数の Perl スクリプトをキャッシングした場合、正
しく処理しないと名前空間の競合が起こる可能性があります。 この競合を回避するために、
Oracle Application Server と Oracle Application Server 10g はいずれも Perl スクリプトの
ファイル名を一意のパッケージ名に変換し、その後 evalを使用してコードをパッケージに
コンパイルします。その後、そのスクリプトは一意のパッケージ名のサブルーチンとしてコ
ンパイル済の形式となり、Perl アプリケーションから使用可能になります。

CGI 2.36 2.752

MD5 1.7 2.14

IO 1.15 1.20

NET 1.0502 1.0703

Data-Dumper 2.07 なし

Apache DBI なし 0.88

Devel::Symdump なし 2.01

Digest::HMAC なし 1.01

Digest::MD2 なし 2.00

Digest::SHA1 なし 2.00

HTML::Parser なし 3.25

MIME::Base64 なし 2.12

PlRPC なし 0.2015

Storable なし 1.0.12

Net::Daemon なし 0.35

Time::HiRes なし 1.20

URI なし 1.15

表表表表 3-4 サード・パーティのサード・パーティのサード・パーティのサード・パーティの Perl モジュールの比較モジュールの比較モジュールの比較モジュールの比較 （続き）（続き）（続き）（続き）

Perl モジュールモジュールモジュールモジュール
Oracle Application Server でのでのでのでの
バージョンバージョンバージョンバージョン

Oracle Application Server 10g でのでのでのでの
バージョンバージョンバージョンバージョン
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Perl の移行
Oracle Application Server と Oracle Application Server 10g では、パッケージ名の作成方法
が異なります。 Oracle Application Server では、同じ名前のサブルーチンをキャッシュでき
ません。 Oracle Application Server 10g では、Apache::ROOT::と URL のパスを（「::」を

「/」に置換して）付加することにより、パッケージ名を作成します。 

cgi-lib.pl の使用の使用の使用の使用
cgi-lib.plを使用する Oracle Application Server の Perl スクリプトは、Perl カートリッ
ジ用にカスタマイズされたバージョンのライブラリを使用するよう、変更する必要がありま
す。 Oracle Application Server 10g の場合、この必要はありません。

モジュールのプリロードモジュールのプリロードモジュールのプリロードモジュールのプリロード
Oracle Application Server の Perl スクリプトには、スクリプトの要求のたびに繰り返し実行
する必要がない命令が含まれていることがあります。このような命令を 1 回だけ実行し、各
Perl スクリプトの要求時には必要な部分のみ実行するようにすると、パフォーマンスが向上
します。

Oracle Application Server では、perlinit.plにより、モジュールのプリロードと初期タ
スクの実行が行われます。このファイルは、カートリッジ・インスタンスの起動時に一度だ
け実行されます。デフォルトでは、このファイルには実行可能な文は含まれていません。 こ
のファイルは、Perl アプリケーションの設定フォームの初期化スクリプト・パラメータで指
定します。

Oracle Application Server 10g で対応するプリロード・スクリプトは startup.plです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : mod_starup.plの詳細は、http://perl.apache.orgを
参照してください。
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LiveHTML の移行の移行の移行の移行
Oracle Application Server では、HTML ページにサーバー側インクルード（SSI）およびス
クリプトを埋め込むか、あるいは Perl をスクリプトに使用することにより、LiveHTML
カートリッジを使用して動的コンテンツを生成できます。 LiveHTML アプリケーションを
Oracle Application Server 10g に移行する場合は、LiveHTML の SSI を Apache の SSI に移行
する必要があります。 現在 Oracle Application Server 10g で LiveHTML の埋込みスクリプト
に対応するのは、JSP のみです。

SSI
表 3-5 に、Apache および LiveHTML で使用可能な SSI を示します。

Apache または LiveHTML で SSI を指定する場合の構文は同じです。 たとえば、次のように
なります。

<!--#config sizefmt="bytes" -->

Apache の SSI は、mod_includeモジュールによって実装されます。 このモジュールは、デ
フォルトで Oracle HTTP Server にコンパイルされます。

前の表で示した要素に加え、Apache の SSI には変数置換およびフロー制御用の要素が含ま
れています。

表表表表 3-5 Apache およびおよびおよびおよび LiveHTML のののの SSI のリストのリストのリストのリスト 

Apache のののの SSI LiveHTML のののの SSI

config config

echo echo

exec exec

fsize fsize

flastmod flastmod

include include

printenv 使用不可

set 使用不可

使用不可 request

注意注意注意注意 : 最後の終了記号 "-->" の前には空白が必要です。
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スクリプトスクリプトスクリプトスクリプト
Oracle Application Server では、LiveHTML カートリッジを使用して、Perl スクリプトを
HTML ファイルに埋め込むことが可能です。 Oracle Application Server 10g には、これに対
応する機能はありません。しかし次の方法があります。

1. ロジックは Perl のままにして、mod_perlを使用します。たとえば、HTML ピースを
printf()に変更できます。

2. HTML はそのままにして、プログラミング言語を PL/SQL に変更します。

3. Perl をスクリプト言語として HTML とともに使用できるツールを Web からダウンロー
ドします。たとえば http://perl.apache.orgなどを利用します。

4. HTML をそのままにして、プログラミング言語を JSP などの Java に変更します。
Oracle Application Server 10g は JSP 1.2 仕様に準拠しています。 LiveHTML アプリケー
ションを Oracle Application Server 10g に移行するには、次のことを行う必要がありま
す。

a. LiveHTML アプリケーション・モデルを JSP アプリケーション・モデルに移行す
る。

b. LiveHTML タグを JSP タグに移行する。

c. Perl コードを Java コードとして再作成する。

注意注意注意注意 : このツールは、mod_perlの最上部で実行されます。そのため移
行アプローチは、このページに記載された他の 3 つのアプローチと比較し
て、最も簡単です。

注意注意注意注意 : ご使用の LiveHTML アプリケーションが Oracle Application 
Server で Web アプリケーション・オブジェクトを使用している場合、こ
の機能を埋込み Java コードまたは JavaBeans クラスとして実装し、JSP の
<jsp:useBean>タグで宣言する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 10g では、WRB API は提供されません。
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CWeb の移行
CWeb の移行の移行の移行の移行
Oracle Application Server では、CWeb カートリッジを使用して次のことができます。

� カスタム・カートリッジの作成

� 他のカートリッジから起動されるアプリケーションの開発

Oracle Application Server CWeb カートリッジから Oracle Application Server 10g への移行
パスには、次の項目が含まれます。

� FastCGI の使用

� カスタム Oracle Application Server 10g モジュールの作成

FastCGI の使用の使用の使用の使用
CWeb カートリッジは、本質的には .dllライブラリまたは .soライブラリです。 このライ
ブラリのエントリ・ポイントを管理ページで指定することによって Oracle Application 
Server 環境に統合し、Web の URL にマップすることができます。Oracle Application 
Server Infrastructure により、該当する URL がブラウザからリクエストされると、ライブラ
リ（CWeb カートリッジ）のエントリ・ポイントが起動されます。さらに、CWeb カート
リッジでは、WRB インフラストラクチャからの複数の API を、クライアント情報およびそ
の他の環境情報へのアクセスに使用できます。 

CGI は、Oracle Application Server 10g をはじめとするすべての Web サーバーでサポートさ
れている標準です。 CGI プログラムにマップする URL にアクセスすると、Web サーバーに
よってプログラムが起動され、その結果がブラウザに返されます。

そのため、CWeb を移行する簡単な方法の 1 つは、起動中に CWeb カートリッジのエント
リ・ポイントを起動する簡単な C プログラムを書くことです。

WRB API および他の Oracle Application Server Infrastructure に依存する機能は、新しい
Oracle Application Server 10g 環境では使用できません。このような WRB API や機能が使用
されていた場合は、代替の API を使用するために CWeb カートリッジを変更する必要があ
ります。

Infrastructure の観点から見ると、CWeb カートリッジはロード・バランスが取れていまし
た。新規のインスタンスは各リクエストで起動しませんでした。

FastCGI は、仕様、プロトコル、API、さらに実装までを規格化したもので、CGI にかわる
オープンな規格です。要約すると、FastCGI は別個のプロセスを起動し、プロセスが使用可
能でありリクエストのライフスタイルに依存しない状態を保ちます。 FastCGI プログラムは、
リスニングする開始ポイントおよびイベントの特定の標準に準拠する必要があり、その点で
は Java サーブレット仕様と同様です。そのため、そのライフ・サイクルはインフラストラ
クチャによって制御されます。

CWeb カートリッジの移行は FastCGI プログラムを書くことに類似しています。仕様に準拠
させてから、CWeb カートリッジのエントリ・ポイントをコールします。
3-12　Oracle Application Server 10g Oracle Application Server からの移行



CWeb の移行
カスタムカスタムカスタムカスタム Oracle Application Server 10g モジュールの作成モジュールの作成モジュールの作成モジュールの作成
CWeb を使用して作成されたカスタム・カートリッジが存在する場合、カスタム Oracle 
Application Server 10g モジュールの作成を検討することもできます。

C プログラムの実行に CWeb を使用している場合、次のオプションがあります。

� CGI スクリプトスクリプトスクリプトスクリプト : println文を使用してWebコンテンツを生成するスタンドアロンのC
プログラム

� Java JNI: CWeb ルーチンを OC4J からコールする Java サーブレットまたは JSP

� PL/SQLコールアウトコールアウトコールアウトコールアウト : Oracle 10gからCWebルーチンをコールするPL/SQLアプリケー
ション

関連項目関連項目関連項目関連項目 : FastCGI の例は、http://www.fastcgi.comを参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 10g では、WRB および CWeb の API は
提供されません。
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EJB、ECO/Java および JCORBA アプリケーションの
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EJB、、、、ECO/Java およびおよびおよびおよび JCORBA

アプリケーションの移行アプリケーションの移行アプリケーションの移行アプリケーションの移行

この章では、Oracle Application Server の EJB、ECO for Java および JCO のアプリケーショ
ンを Oracle Application Server 10g の OC4J に移行する方法について説明します。

項目は次のとおりです。

� EJB の OC4J への移行

� ECO/Java の OC4J への移行

� JCORBA の OC4J への移行
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EJB の OC4J への移行
EJB のののの OC4J への移行への移行への移行への移行
EJB を Oracle Application Server 4.x から OC4J に移行するには、次の分野のコードを変更す
る必要があります。 

� デプロイメント・ディスクリプタ

� クライアント・コード

� ロギング（サーバー・コード）（該当する場合）

これらの変更について、この後の項で説明します。

デプロイメント・ディスクリプタデプロイメント・ディスクリプタデプロイメント・ディスクリプタデプロイメント・ディスクリプタ
OC4J は、J2EE 1.2 仕様に準拠する XML ファイル構成に準拠します。

クライアント・コードクライアント・コードクライアント・コードクライアント・コード
クライアント・コードの変更は、JNDI を使用して初期コンテキスト・コールで行われます。
初期コンテキスト・コールに渡されるハッシュテーブルには、次のプロパティすべてを含め
る必要があります。

� javax.naming.Context.URL_PKG_PREFIXES

� javax.naming.Context.SECURITY_AUTHORIZATION

� javax.naming.Context.SECURITY_PRINCIPAL

� javax.naming.Context.SECURITY_CREDENTIALS

また、ご使用の EJB ホームにアクセスする URL を、OC4J の次のような URL に変更する必
要があります。

ORMI://<host>:<port>/<path>/<bean>

注意注意注意注意 : Oracle Application Server EJB は EJB 標準に準拠していませんが、
Oracle Application Server 10g EJB は EJB 2.0 仕様全体に準拠しています。 
移行中はご使用のコードを適宜変更してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Containers for J2EE ユーザーズ・
ガイド』を参照してください。
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ECO/Java の OC4J への移行
たとえば、次のようになります。

ORMI://myhost:2481/test/myBean
ORMI://host/port/est/bean

ロギング（サーバー・コード）ロギング（サーバー・コード）ロギング（サーバー・コード）ロギング（サーバー・コード）
Oracle Application Server でアプリケーションのロギングを行っている場合は、EJB コード
から oracle.oas.ejb.Loggerのリファレンスをすべて削除してください。

ECO/Java のののの OC4J への移行への移行への移行への移行
Oracle Application Server の ECO for Java（ECO/Java）を Oracle Application Server 10g の
OC4J に移行するときは、前項で EJB の移行に関して説明したデプロイメント・ディスクリ
プタおよびクライアント・コードの変更だけでなく、この項で説明するサーバー・コードも
変更する必要があります。

ご使用の ECO/Java コンポーネントに OC4J との互換性を持たせるには、実装ファイル、リ
モート・インタフェース・ファイル、ホーム・インタフェース・ファイルおよびデプロイメ
ント・ディスクリプタを変更する必要があります。

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
oracle.oas.eco.ECOObjectではなく、javax.ejb.EJBObjectを継承するようにリ
モート・インタフェースを変更します。各メソッドで java.rmi.RemoteExceptionをス
ローする必要があります。

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
oracle.oas.eco.ECOHomeではなく、javax.ejb.EJBHomeを継承するようにホーム・
インタフェースを変更します。

作成されたメソッドでは、oracle.oas.eco.CreateExceptionではなく、
javax.ejb.CreateExceptionおよび java.rmi.RemoteExceptionをスローする必要
があります。

実装クラス実装クラス実装クラス実装クラス
実装クラスを次のように変更します。

1. oracle.oas.eco.Loggerおよびそのリファレンスをすべて削除する。

2. oracle.oas.eco.*をすべて javax.ejb.*に変更する。 

3. ECOCreateメソッドを ejbCreateメソッドに変更する。
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JCORBA の OC4J への移行
4. ECORemoveメソッドを ejbRemoveメソッドに変更する。

5. ECOActivateメソッドを ejbActivateメソッドに変更する。

6. ECOPassivateメソッドを ejbPassivateメソッドに変更する。

7. OC4J では XML ファイルを配置に使用するので、適切な配置ファイルを作成する必要が
あります。

JCORBA のののの OC4J への移行への移行への移行への移行
Oracle Application Server リリース 4.0.6 および 4.0.7 では、Java CORBA Object（JCO）と呼
ばれる ECO/Java モデルの先行コンポーネント・モデルが提供されていました。 Oracle 
Application Server 10g では、CORBA オブジェクトをサポートしません。 CORBA オブジェ
クトを EJB としてコードを再作成する必要があります。 この項では、Oracle Application 
Server の JCO から Oracle Application Server 10g の OC4J への移行について説明します。 

OC4J へ移行するには、この項で説明するように、サーバー・コードおよびクライアント・
コードを変更する必要があります。サーバー・コードを変更するには、リモート・インタ
フェースの変更、ホーム・インタフェースの作成、JCORBA オブジェクト実装の変更および
パラメータのシリアライズ化が必要です。

リモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェースリモート・インタフェース
リモート・インタフェースを次のように変更します。

1. org.omg.CORBA.Objectまたは oracle.oas.jco.JCORemoteをすべて
javax.ejb.EJBObjectに変換します。

2. インタフェースのすべてのメソッドに対して、java.rmi.RemoteExceptionをス
ローします。

ホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェースホーム・インタフェース
EJB 仕様で定義されているようにホーム・インタフェースを作成する必要があります。次に
例を示します。

import javax.ejb.*;
import java.rmi.RemoteException;
public interface ServerStackHome extends EJBHome
{

public ServerStackRemote create() throws CreateException, RemoteException;
}

関連項目関連項目関連項目関連項目 : さらに、4-2 ページの「デプロイメント・ディスクリプタ」で
説明したように、デプロイメント・ディスクリプタを変更する必要があり
ます。
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オブジェクトの実装オブジェクトの実装オブジェクトの実装オブジェクトの実装
実装クラスを移行するために次の手順を行います。

1. import oracle.oas.jco.*を import javax.ejb.*に変更します。 

2. そのクラスで javax.ejb.SessionBeanあるいは javax.ejb.EntityBeanが実装
されることを確認します。

3. Logger のリファレンスが存在する場合はすべて削除します。

4. 初期化操作が存在する場合は、すべて ejbCreate()メソッドに移動します。

5. setSessionContext()メソッドに渡されたセッション・コンテキストをインスタン
ス変数に保存します。

6. クラス内のパブリック・メソッドがすべて java.rmi.RemoteExceptionをスローす
ることを確認します。

7. ObjectManagerタイプが存在する場合は、すべて SessionContextタイプに変更し
ます。 表 4-1 に、ObjectManagerクラスのメソッドから SessionContextクラスの
メソッドへのマッピングを示します。

注意注意注意注意 : JCORBA のライフ・サイクルは、OC4J 内でサポートされていませ
ん。JCORBA オブジェクトによって oracle.oas.jco.Lifecycleが実
装された場合は、削除する必要があります。 

表表表表 4-1 ObjectManager メソッドおよびメソッドおよびメソッドおよびメソッドおよび SessionContext メソッドメソッドメソッドメソッド

SessionContext メソッドメソッドメソッドメソッド ObjectManager メソッドメソッドメソッドメソッド

getEnvironment() getEnvironment()

setSessionContext() に渡されるパラメータ getObjectManager()

getEJBObject() getSelf()

getEJBObject().remove() revokeSelf()

getUserTransaction() getCurrentTransaction()
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JCORBA の OC4J への移行
パラメータのシリアライズ化パラメータのシリアライズ化パラメータのシリアライズ化パラメータのシリアライズ化
リモート・インタフェースでユーザー定義のパラメータが渡されている場合、そのクラスで
java.io.Serializableが実装されることを確認してください。
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